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まちづくりの基本計画、財政、広報、消防、危機管理などについて 
調査を行い、議案を審査します。 







【大阪府高槻市】 
 
あれもこれもが叶う街、 
高槻に住もう！ 
どっちもたかつき 
 



【千葉県流山市】 
 
母になるなら、流山市 
父になるなら、流山市 
 





茨木市将来推計人口等調査報告書 
(2015年３月）より 

人口は平成31年をピークに減少 

２７９．３ 

いま 



65歳以上の人口割合が増加 

茨木市将来推計人口等調査報告書 
(2015年３月）より 



 日本創成会議…東日本大震災からの復興を新しい国づくりの契機にしたい
として、2011年5月に発足した有識者らによる政策発信組織。座長は増田寛
也前岩手県知事(元総務相)で、他に経済界や労働界の代表や大学教授な
どから構成される。 

• 2040年の人口推計を発表。 

• 20～39歳の女性人口が2010年から2040年にかけて半減する市町村を「消滅可能
性市町村」と定義。 

• 全国約1,800市町村のうち、約半数の896市町村が消滅する恐れがある…。 

• 茨木市の20～39歳女性の将来推計人口は、 
2010年…38,680人 2040年…26,861人 変化率は▲30.6％ 
                    （国立社会保障・人口問題研究所推計より） 





市民のみなさんが安心に・安全に 
幸福感を持って暮らせるために 



• 「行政サービスを広く市民に周知する」だけではなく、 

茨木市がもつ魅力を明確にし、市内外に効果的・戦略的に発信する 
「シティプロモーション」 がまち魅力発信課の仕事 

• 観光ＰＲでも、単なる売り込み活動でも事業ＰＲでもなく 

• 現在の魅力だけでなく、当たり前過ぎて気づかない「地域資源」を発掘し、 
組み合わせ、加工して価値を高め、効果的に市内外に発信すること 



「八丁味噌」の工場見学 

まちの魅力を発信するパンフレット 

岡崎グルメ まぜめん 

ＰＲバス 



 シティプロモーションは観光ではない。 

 各課にまたがる発想、縦割りではなく横断的な取り組みが必要。 
   ex）キリシタン→教育委員会的な発想ではだめ。 

 最終的には人口減少を食い止めること。人口流出防止、人口受け入れ。 

 市民のアンケート、データ必要 ⇔ 限定的な情報になる可能性もある。 

 茨木の魅力は人によってさまざま。マイナーだけど魅力として大事なこともある。 

 形ある魅力、無形の魅力。魅力は「これ」というものではない。 

 外からのランキングに惑わされない。 

 議会としてどう関わっていけるか。情報共有、意見交換できる場が必要ではないか。 





菱ケ谷遺跡の現地視察 

茨木市北部エリアガイドBOOK 
「いばきた」を基に北部を視察 

キリシタン遺物史料館 茨木市里山センター 

上音羽の庭 



50部ほどですが、受付に用意しています。 




